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1 

 

接続に着目して、以下の文章の中で最も重要な文の番号を書きまし

ょう。 

 

①宮部さんはとても優しい。②だから、人気者だ。③しかし、私は彼

女のことがどうしても好きになれない。 

 

15 

 

接続に着目して、以下の文章の中で最も重要な文の番号を書きま

しょう。 

 

①私の学校の隅に生えているクスノキはこの町で一番大きいらし

い。②けれども、町の人たちはこの木を全く大事にしていない。③

それが私はとても悲しくて、校長先生にそう伝えた。④すると、校長

先生は全校集会でその話をしてくれた。⑤その結果、週に一回、

私たちはこの木のまわりを掃除することになった。⑥それで、私は

校長先生に感謝状を贈った。⑦だって、まさか校長先生がそこま

でしてくれるとは思ってもみなかったから。⑧ところで、あなたの学

校にも大きな木は生えていますか。 

 

 

 

8 

 

接続に着目して、以下の文章の中で最も重要な文の番号を書き

ましょう。 

 

①勉強はした方がいい。②なお、これに理由はいらない。③勉強

すれば、理由はだんだん分かってくるのだから。④それに、理由

を考えても、時間の無駄だから。⑤ただし、勉強はしすぎない方

がいい。⑥すなわち、何事につけ、しすぎるのは毒である。 

 

30 

 

接続に着目して、以下の文章の中で最も重要な文の番号を書き

ましょう。 

 

①国語の勉強はとても大切だ。②だから、日本の学校では、科目

を列挙するときに、たいてい国語を一番上に持ってくる。③私自

身、国語が嫌いではない。④でも、得意ではない。⑤だから、「勉

強しなければ」とは思っている。⑥にもかかわらず、実際にはほと

んどしていない。⑦というのは、国語の勉強のしかたが分からな

いのである。⑧加えて、国語の勉強をしようとすると、やる気が湧

いてこないのである。⑨それで、おやびんに相談した。⑩けれど

も、おやびんは「答え」を教えてくれなかった。⑪それで、私は自

分で考えることにした。⑫「どうすれば、国語がもっとできるように

なるか」と。⑬すなわち、「どうすれば、国語をもっと分かるようにな

るだろうか」と。⑭けれども、答えは見つからなかった。⑮それで、

私は国語が嫌いになりそうになった。⑯だけど、やっぱり国語が

嫌いになりたくはないし、もっとできるようになりたいと思った。⑰

要するに、私は心のどこかでやっぱり国語が好きなのだ。⑱だか

ら、私はこのパズルを 100 番まで解いた。⑲その結果、私は国語

の力が着いたのを実感した。⑳たしかに、100 番までの道のりは

長かった。㉑けれど、やってよかった。 
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